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Ⅰ 老人憩いの家ほかの利用者負担について 

 

１ 見直しを求める理由 

   市では、平成 20年に「行政サービスの利用者の負担に関する基準」を設け、各種公共サ

ービスを性質等により類型化した上で、その類型に応じて利用者の負担割合を見直すこと

にしている。この中で、①老人憩の家の利用料、②老人福祉センター等の講座受講料につ

いて、見直しの対象となっている。 

  また、21 年度からの 3ヵ年の計画「あんしんいきいきプラン２１」において、入浴施設

を伴う老人憩の家について、「基準」に基づいて受益者負担の見直しを検討することとして

いる。 

 

２ 現状と見直しの背景 

（１）老人憩の家の利用料金 

 ＜現状＞ 

  ・老人憩の家は市内に 10施設あり、基本的には浴室と休憩・交流用の広間で構成される。 

  ・市内在住の 60歳以上の方…１回 120 円 

（平成 19年度に公衆浴場の値上げに際して 100円から 120 円に改定あり） 

  ・平成 20年度の利用者実績（10施設合計） 

    入浴利用者数… １９７，８７６人 （１日平均７０人） 

    収入額 …    １８，１８０千円（利用者一人１回あたり ９２円） 

    管理運営費…   ９１，４８７千円（利用者一人１回あたり４６２円） 

 ＜見直しの背景＞ 

・入浴施設としては、民間の公衆浴場や温泉施設等と競合している。 

・民間の公衆浴場の料金（１回 380 円）やスーパー銭湯、温泉施設と比較して安価な料金

設定となっている。 

 

（２）老人福祉センター等の講座受講料 

 ＜現状＞ 

  ・老人福祉センターは市内に 12 箇所あり、教養講座や生活相談等を行う。ほかに、シニアア

クティブルーム（もんぜんぷら座内）等でも同様の講座を開設している。 

・市内在住の 60歳以上の方…各種講座の受講料は無料（教材費・材料費は実費徴収あり） 

  ・平成 20年度の利用者実績（老人福祉センター12施設合計） 

    講座開催数…    ２，１８５回 

講座受講者数…  ４３，４４８人（１講座あたり２０人） 

受講料収入…        ０円 

    管理運営費…  １６４，０４６千円（受講者一人１回あたり３，７７６円） 

    （内、講師謝礼… １３，３７８千円（受講者一人１回あたり  ３０８円）） 

 ＜見直しの背景＞ 

・生涯学習や勤労者福祉施設では有料の場合もあり、負担の不均衡が見られる。 
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